
【全数把握対象疾患】

※第30週に診断された全数把握対象疾患はありませんでした。

【定点把握対象疾患】

【急性呼吸器感染症（ARI）定点把握疾患及び小児科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 7 0.16 41 0.93 1 0.04 3 0.13 42 1.75 155 6.46

北毛 1 0.17 - - - - - - 1 0.33 8 2.67

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 11 0.46 330 13.75 1 0.04 13 0.54 78 3.25 - -

北毛 - - 25 8.33 1 0.33 1 0.33 3 1.00 - -

【眼科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 2,805 63.75 県全体 - - 1 0.10

北毛 166 27.67 北毛 - - - -

◆凡例 定当 ： 定点当たり報告数（人） ： 警報レベル

- ： 報告なし ： 注意報レベル 発行：利根沼田保健福祉事務所　保健課保健係

　　　TEL：0278-23-2185

疾患名
インフルエンザ

ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎

利根沼田地域感染症発生動向調査情報（週報）
2026年第30週（2026年7月20日～2026年7月26日）

◆利根沼田管内で「伝染性紅斑（リンゴ病）」が報告されています。

　利根沼田管内では、伝染性紅斑（リンゴ病）の発生が報告されています。

　伝染性紅斑は、ヒトパルボウイルスB19による感染症で、両頬に赤い発しんが現れることから「リンゴ病」とも呼ばれていま

す。

　原因となるウイルスはアルコール消毒が効きにくいため、感染予防には石けんと流水による手洗いが有効です。あわせて、咳

エチケットなどの基本的な感染対策にもご協力をお願いします。

　また、妊婦が感染すると胎児に影響を及ぼす可能性があるため、妊婦やそのご家族、周囲の方は特に注意し、感染予防を心が

けましょう。

★医療機関や施設等で感染症の集団発生や食中毒を疑う事例があった場合には保健所にご連絡ください。

◆群馬県で手足口病の警報が発令されています。

　群馬県では、第28週から引き続き手足口病警報が発令されています。

　手足口病は、主に乳幼児を中心に流行するウイルス感染症で、手のひらや足の裏、口の中に発しんや水ぶくれが現れるのが特

徴です。

　原因となるウイルスにはアルコール消毒が効きにくいものがあるため、感染予防には石けんと流水によるこまめな手洗いが効

果的です。また、タオルやコップなどの共用は避けましょう。

　発熱や発しんなどの症状がみられる場合は、無理をせず早めに医療機関を受診してください。特に乳幼児は、口の中の痛みに

より水分が摂りにくくなり、脱水症状を起こすことがあるため、こまめな水分補給を心がけましょう。

新型コロナウイルス感染症 ＲＳウイルス感染症 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 感染性胃腸炎

疾患名
急性呼吸器感染症 流行性角結膜炎

疾患名
急性出血性結膜炎

疾患名
水痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん
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